
農水産事業者と多様な業種の企業が連携し、新たな「食」のビジネスを創発して農水産事業者の
「稼ぐ力」を高めることを目的とした「Hiroshima FOOD BATON」（食のイノベーション推進事業）の
令和７年度（第４期）のプロジェクトを３件採択しました。

採択プロジェクトには、事業の実証に必要な取組に対して今年度250万円を上限に支援するほか、専
門家による伴走支援を行います。

この度、採択プロジェクトの事業計画を詳細に説明する記者向けの採択プロジェクト発表会を次の
とおり行います。

ぜひご参加いただき、新たなビジネスの創出に挑戦する過程をご取材いただきたく、ご案内いたし
ます。

食の“稼ぐ力”ビジネスの創発支援プログラム

Ｒ７年度「Hiroshima FOOD BATON」採択３プロジェクトが決定！

≪採択プロジェクト発表会 10月９日（木）13:00～15:00 紙屋町スウィング≫

資 料 提 供

令和７年９月29日

課 名 販売・連携推進課

担 当 諫山

内 線 3581

ﾀﾞｲﾔﾙｲﾝ 082-513-3582

報道関係者各位

採択プロジェクト ※プロジェクト概要は２ページ目をご覧ください

採択プロジェクト発表会 ※タイムスケジュールは３ページ目をご覧ください

（１）日 時 ：令和７年10月９日（木）13:00～15:00

（２）場 所 ：紙屋町スウィング（広島市中区基町 地下街１００）※紙屋町シャレオ西通り内

（３）内 容 ：採択プロジェクト発表（Ｒ７採択・Ｒ６採択・Ｒ５採択の計９プロジェクト）、

記念撮影、交流会（展示、試食など）

（４）参加申込：令和７年10月８日（水）17：00までに事務局メール

（hiroshima-food-baton@mhdf.co.jp）宛に申込ください。

✓ 食品工場等で発生する未利
用資源を農業資材として活
用

✓ 規格外農産物の買取も行い、
各業界の未利用資源が社会
に循環する仕組みを構築

✓ 因島産の高品質なハーブ
ティーを、ハイエンドホテル
向けアメニティ等として提供

✓ 広島県の新たな特産品として
ブランド化を目指す

✓ 竹原市田万里町で生まれた
米粉ドーナツを主軸に、県
内の農水産事業者と連携し
た商品を展開

✓ 農村発のスイーツブランド
確立に挑戦

田万里家RICE DONUT

プロジェクト
SETOUCHI HERB TEA わらしべ農家プロジェクト
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Ｒ７年度（第４期）採択プロジェクト発表の登壇者

発表者：井本喜久（いもとよしひさ）  

 農ライファーズ株式会社 代表取締役

▼プロジェクト概要

当プロジェクトは、竹原市の限界集落・田万里町で生まれた米粉ドーナツブラン
ド「田万里家RICE DONUT」を核に、広島の農・食・観光資源を活かした地域発ス
イーツブランドの構築を目指します。

具体的には、県内の農水産事業者と連携したコラボ商品の開発、観光地出店・
EC・ふるさと納税など複線的な販路整備を進め、国内外の健康志向層や訪日旅
行客に向けた情報発信・商品展開を推進します。これにより、広島の農村発のス
イーツブランドとしての認知拡大と持続可能な農村経済の活性化を図り、最終的
には集落の田んぼの再生という本質的な目的の実現を目指します。

プロジェクト名：田万里家RICE DONUTプロジェクト

発表者：守分勇馬（もりわけゆうま）  

 けわりも農店 代表

▼プロジェクト概要

当プロジェクトは、工場等で発生する副産物や未利用資源を農業資材に再利
用することで、廃棄費用の減少および資源利活用の最大化、またそれら資材の
購入費用に規格外農産物を充てることで生産現場の資材コスト低減・規格外農
産物の販売による生産者所得の最大化を目指しています。

具体的には、食品工場で発生する汚泥をたい肥に、壁紙メーカーの余剰壁紙
を防草マルチへ転用するなど、各業界の「未利用資源」を生産現場の「お宝」に
変える仕組みを構築し、また生産現場にとっての隠れたお宝である「規格外農産
物」を県内の飲食店・食品加工会社へ供給する仕組み構築を目指します。

プロジェクト名：SETOUCHI HERB TEA

発表者：加藤靖崇（かとうやすたか）  

みなと組 代表

▼プロジェクト概要

当プロジェクトは、県内産ハーブティーを広島県の新たな特産品としてブランド
化、産地形成していくことで持続可能な農業の実現、地域経済の発展を目指して
います。

具体的には、栽培期間中農薬不使用で栽培することが出来るハーブティーを
手に取りやすい個包装パッケージに加工しホテルのアミニティや広島土産として
商品を展開していきます。当社は生産と加工、販売の役割のうち、とくに加工、販
売を強化し契約農家さんへ新たな利益をもたらす持続可能な事業モデルの確立
を目指します。

プロジェクト名：わらしべ農家プロジェクト



採択プロジェクト発表会タイムスケジュール（予定）

13:00-13:05 主催者挨拶 ＜広島県農林水産局長 向井 雅史＞

13:05-13:10 Hiroshima FOOD BATONの概要説明

13:30-13:45 R６年度（第３期）採択プロジェクトの経過報告

14:00-15:00

13:45-13:55 R５年度（第２期）採択プロジェクトの経過報告

13:55-14:00 記念撮影

交流会

・発表１ プロジェクト名：地域共創ハレノベジプロジェクト
・発表２ プロジェクト名：怪獣レモンプロジェクト
・発表３ プロジェクト名：ウェルビーイング野菜プロジェクト

・発表１ プロジェクト名：Fair-Farm Credit
・発表２ プロジェクト名： MOTTAINAI BATON
・発表３ プロジェクト名： Farm to baby

・田万里家RICE DONUTプロジェクトの商品展示
・SETOUCHI HERB TEAの商品展示
・わらしべ農家プロジェクトの取組展示
・地域共創ハレノベジプロジェクトの取組展示
・怪獣レモンプロジェクトの商品展示
・ウェルビーイング野菜プロジェクトの野菜展示
・Fair-Farm Credit の取組展示
・MOTTAINAI BATONの商品展示
・Farm to baby の商品展示

13:10-13:30 R７年度（第４期）採択プロジェクトの発表
・発表１ プロジェクト名：田万里家RICE DONUTプロジェクト
・発表２ プロジェクト名：SETOUCHI HERB TEA
・発表３ プロジェクト名：わらしべ農家プロジェクト

＜連絡先＞

■採択プロジェクト発表会に関すること

合同会社MHDF 広報担当  【事務局メール：hiroshima-food-baton＠mhdf.co.jp】

■食のイノベーション推進事業に関すること

広島県農林水産局販売・連携推進課 課長 諫山 俊之【電話: 082-513-3582】



Ｒ５年度採択プロジェクト

プロジェクト名： MOTTAINAI BATON

代表者：矢野 智美 氏    おいしい未来株式会社 代表取締役

• 環境に配慮して作られた広島県産米を使い、ベビー幼児フードを開発・販売。

• 日本の田んぼを未来に残したい。お米の価値化×環境保全転換に挑戦！

代表者：本多 正樹 氏  株式会社Rev0 代表取締役

• 温室効果ガス削減に寄与する水稲の中干し延長でクレジットを創出・販売。

• 生産者主体で一次産業の脱炭素化の推進モデル創出に挑戦！

代表者：目取眞 興明 氏   MOTTAINAI BATON株式会社 代表取締役

• 廃棄される「もったいない」食材を活用したレトルトカレーを企画・開発。

• 置き型社食「置きカレー」を通じて、オフィスなどへ気軽にカレーを提供！

プロジェクト名：Fair-Farm Credit 

プロジェクト名：Farm to baby 

【詳細はnote記事を参照】https://note.com/hiroshima_fb/n/ncde9f4401f26

【詳細はnote記事を参照】https://note.com/hiroshima_fb/n/nfc5de691dcfb

【詳細はnote記事を参照】https://note.com/hiroshima_fb/n/na6faebbd33fb

Ｒ６年度採択プロジェクト

プロジェクト名：怪獣レモンプロジェクト 

代表者：さいねい 龍二 氏 株式会社ユウゲン 代表取締役

• ウェルビーイング野菜として新しい流通価値基準を創出。

• 認証の仕組みを構築し、野菜の付加価値向上に貢献！

代表者：栗田 翼 氏 オタフクソース株式会社 共創本部 共創室 室長
• 農作物を活用した調味料の開発から販路までをワンストップで支援するサー

ビスを展開。

• 生産者のブランド価値向上と６次産業化を推進！

代表者：山岡 由明 氏 株式会社瀬戸内百姓 代表取締役

• 瀬戸内産レモンの規格外品を「怪獣レモン」というブランド原料に昇華。

• 大企業とのコラボレーション商品やオリジナル商品を展開！

プロジェクト名：地域共創ハレノベジプロジェクト 

プロジェクト名：ウェルビーイング野菜プロジェクト 

【詳細はnote記事を参照】https://note.com/hiroshima_fb/n/n26c2c020eb67

【詳細はnote記事を参照】https://note.com/hiroshima_fb/n/n6e21133ea273

【詳細はnote記事を参照】https://note.com/hiroshima_fb/n/n0e29d3a33102
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返信先E-mail: hiroshima-food-baton@mhdf.co.jp

※お手数ですが下記項目をご記入の上、10/８（水）17：00までにメールにてご返信くださいますよう、お願い申し上げます。

備考ご記入欄：個別取材等のご希望は、本欄に取材希望者、ご質問案等をお書き添えください
※なお、スケジュールに限りがございますので、調整させていただきます

貴社媒体名

貴社名

部署名

ご芳名 他 名

ご連絡先 TEL FAX

当日のご連絡先

カメラ 有 （ENG／スチール） ／ 無

掲載日／放送日

備考
月 日

＜イベントに関するお問合せ先＞
Hiroshima FOOD BATON事務局（合同会社MHDF内）

Mail：hiroshima-food-baton@mhdf.co.jp

取材申込書
広島県「食のイノベーション推進事業」

Hiroshima FOOD BATON
Ｒ７年度（第４期）採択プロジェクト発表会

10月９日（木） 13：00-15：00
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